








要約：昭和 60 年 4 月より、62 年 12 月までの、約 3年間で、5,834 名に 3歳児検尿を実施

した。一次陽性率 19.3%、二次陽性率 1.O%であり、いずれも女児に高率であった。最終的

に三次医療機関に回ったものは、60 名であり、異常ナシ 17 名、微少血尿 20 名、無症候性

血尿 5名、家族性血尿 3名、腎炎の疑い 2名、無症候性たん白尿 2名、白血球尿7名、尿

路感染症 3名、のう胞腎の疑い 1名であった。このうち尿路感染症の 1名は、両側 VUR を

伴う、左尿管腎孟の軽度拡張を示していた。 


